
 

資料 No４ 

１ 北関東４労働局合同の年末建設一斉監督 

  茨城労働局・栃木労働局・群馬労働局・埼玉労働局の４労働局では、特に繁忙期とな

る年末の時期における建設工事での労働災害の発生を防止するため、平成 27 年 12 月１

日から 14日までの期間に、合同で集中的に建設現場に対する監督指導を実施します。 
２ 北関東４労働局における建設業の労働災害発生状況（平成 27年１～10月） 

北関東の４労働局管内における建設業に係る平成 27年の労働発生状況をみると、労働

災害（休業４日以上の死傷災害）が前年比 13.8％減少、そのうちの死亡災害は前年比

26.3％減少となっています。（グラフ１）（平成 27 年 11月 11 日現在） 

労働災害発生状況における事故の型別の内訳をみると、墜落・転落災害が 34％と最も

多く、以下、はさまれ・巻き込まれ災害（14％）、飛来・落下災害（11％）の順で多くな

っています。（グラフ２）（平成 27年 11 月 11 日現在） 

※全国における建設業の労働災害発生状況（平成 27 年１～10月）（平成 27 年 11月 7 日現在） 

死傷者数 11,654 件（前年比 9.7％減） 死亡者数 266 件（前年比 11.0％減） 

グラフ１ 北関東４労働局管内における建設業の労働災害発生状況（死傷、死亡） 

   
グラフ２ 北関東の４労働局管内における建設業の労働災害発生状況(事故の型別） 
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